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この原稿の依頼を受けて「何を書こうかな」と考えていると、はるかなる昔私が小学 4 年

生の頃を思い出した。たしか 2 学期の始めだったと思う。担任の先生から「夏休みの思い出

を作文に書いて提出しなさい」と言われた。何を書いたかは覚えていないが、私は何度も書

き直しをして先生に提出した。そして後日作文が返された。返された作文は、先生が誤字脱

字や言い回し等赤ペンで真っ赤に添削されていた。そして先生は作文を返す時、一人ひとり

の生徒に感想を言いながら渡していた。僕の番が来た。先生は「あべくん、君は文章がうま

いね。読んでいて楽しかったよ」とニコニコ顔で渡してくれた。私は添削された作文と先生

のニコニコ顔で話してくれた感想がうれしくてうれしくて、それからなんと毎日作文を書い

て、朝一番先生に提出するようになったのだ。 

先生は例のニコニコ顔で受け取ってくれた。そして翌日赤ペンで添削された作文が返され

る。その繰り返しが続いた。当時の私は学校から帰ると宿題を片付けるより、まず作文を書

くことが何よりも優先事項となった。先生のニコニコ顔と添削が私の作文を書く原動力にな

ったんだと思う。今ふりかえるとよく書くネタが続いたものだ。また先生も親切によく対応

していただいたものだと思う。当時の作文は残念ながら残っていない。でも今でも文章を書

くのは好きだし、大学では文芸部に属して創作活動をした。一時は小説家を志したこともあ

った。改めて先生の影響力の大きさを感じる。先生には本当に感謝している。 

翌年小学 5 年の時、父の転勤に伴い熊本から芦屋へ転宅することになった。その後先生

とはお目にかかっていない。今でも時々思い出しては先生に「あの時はありがとう。お世話

になりました」とつぶやいている。はるかなる昔の私の心の思い出である。 
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